
  五輪塔は、主に供養塔やお墓として使われる塔の一種です。
密教（7世紀後半にインドで興隆した一宗派）の教理にもとづ
いて作られた形で、上から、空・風・火・水・地という五大と呼ば
れる宇宙を構成する５つの元素を表現しています。　　　　　
五大で形作られた五輪塔で供養することにより、故人は極楽
浄土に往生するとされています。

  五輪塔は、真言宗の中興の祖・覚鑁（か
くばん）上人が書した「五輪九字明秘密釈
（ごりんくじみょうひみつしゃく）」を仏塔と
して体現したものといわれています。教
理では五輪塔の形状を、上から宝珠形の

「空輪」、半月形の「風輪」、三角形の「火
輪」、円形の「水輪」、方形の「地輪」という
平面図で表しており、立体にすると、風輪
は半球型で、火輪は屋根型（三角錐のも
のも存在）で、水輪は球形で表されます。

　日本における五輪塔の歴史をひもとく
と、平安時代にまでさかのぼります。
平安時代以前の一般庶民の間では、人が
亡くなるとただ埋葬をするだけで、お墓
というものはありませんでした。
　その流れが変わったのが、平安時代中
期に起こった浄土教の流行です。

　浄土教とは、極楽浄土（阿弥陀仏が住ん
でいるといわれる国）に往生するため、阿
弥陀仏の誓いを信じ念仏するという教え
のことで、奈良時代に中国から日本に伝え
られ、貴族や庶民の間で広まっていきます。
　そして鎌倉時代になると、「念仏を唱え
れば、阿弥陀様の慈悲により極楽へ往け
る」という教えが、日本中に広まることにな
ります。

五輪塔とは

五輪塔はいつ登場した︖ 「浄土教」と「念仏・往生」

　四角や丸、三角の石が積み重なり”五重塔”
のようになっているお墓を、墓地でご覧になっ
たことはないでしょうか。
　このお墓を五輪塔（ごりんとう）といいます。
五輪塔は故人を成仏に導き、故人の魂を救う、
供養に最適なお墓の形ともいわれています。
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　「五輪塔は密教の教理にもとづいて作られた」と説明しました
が、ではなぜ、密教の五輪塔の普及に、浄土教が関係してくるの
でしょうか。ここでキーパーソンとなるのが、覚鑁上人です。

　覚鑁上人は、密教の本尊・大日如来による「即身成仏」の教え
と、浄土教による阿弥陀様の「極楽往生」の考えは同じだと説い
たのです。ここに「成仏＝往生＝五輪塔」の教えが生まれます。

　その後、覚鑁上人をはじめとする高野聖（こうやひじり＝高野山を拠点として、布
教や修行のために各地を巡り歩いた人たちのこと）が、

「人が亡くなった時に、五輪塔にお骨や遺髪、写経を納めると、亡くなった人
は必ず成仏し、極楽往生できる」

「五輪塔のお墓を建てると、亡くなった人はすべて成仏し往生できる」

と教えたことで、日本の仏教はお葬式やお墓と関わり
を持つこととなり、五輪塔が普及したのです。現代主流
となっている石塔タイプが普及する江戸時代までは、身
分の上下関係なく五輪塔が建てられました。

　なお、日本では平安時代後期の造立が確認されてい
ますが、インドや中国、朝鮮では五輪塔タイプのお墓が
見つかっていないため、「五輪塔は日本で生まれたお墓
の形」とされています。

　五輪塔が出現した平安末期から鎌倉・室町時代ま
では、上から順に「キャ・カ・ラ・ヴァ・ア」という五
大を意味する種子(しゅじ)（仏教の諸尊を梵字1文字
で表したもの）を梵字（サンスクリット）で刻みました。

　これが江戸時代になり、檀家制度が広まると、他宗
の真似をすることが禁止され宗派別に異なる文字を入
れるようになります。

成仏＝往生＝五輪塔
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　覚鑁上人が説いたように、「五輪塔」を
建てると、亡くなった人はみな最高の位
と最高の世界へ往けるとされ、今日まで
宗派を問わず、「ありがたい最高のお墓」
とされています。

　故人を仏様とし、極楽往生を叶える五
輪塔。故人の幸せを願うその想いの強さ
こそが、五輪塔の価値を高めているのか
もしれません。
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